
教育学科の会では、毎年、日女祭にあわせてホームカミングデイを
開催し、講演会やシンポジウムを行ってきました。

　しかし、今年は新型コロナウイルス感染拡大の状況に鑑み、
日女祭が中止となりました。それに伴い、ホームカミングデイ・講演会も

残念ながら実施することができなくなりました。来年こそは、
新天地の目白キャンパスで開催できることを期待したいと思います。

※例年、ホームカミングデイの前に開催していました回生委員会も今年は中止にいたします。※例年、ホームカミングデイの前に開催していました回生委員会も今年は中止にいたします。※例年、ホームカミングデイの前に開催していました回生委員会も今年は中止にいたします。
次回開催日程につきましては決まり次第お知らせします。

ホームカミングデイ・講演会について

（1） 2020年（令和2年）9月20日教育学科の会だより

      会長就任のご挨拶                              教育学科教授　井上　信子
　この度、田中雅文教授のあとを受けて、会長を務めることになりました井上でございます。専門は、臨
床心理学、十年ほど前から教師による「教育相談（学校カウンセリング）」を中心に実践および研究をし
ております。
　新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、今年度、入学式を行わず、ガイダンスもオンラインで実
施するなど、本学でも異例の対応を余儀なくされております。5 月 7 日から前期授業が開始いたしましたが、
はじめて遠隔授業を行い、全学をあげて新しい授業形態の構築に全力で取り組んでおります。授業形態は大きく分けて以下の 3 種類です。
A：講義資料・課題提示による遠隔授業（manaba を利用）、B：オンデマンド型遠隔授業（manaba を利用）、C：同時双方向型遠隔授業（manaba
とともに、Zoom または Microsoft Teams を利用）。各教員は、これらを使い分ける、組み合わせるなどの工夫を凝らし、授業の質を落
とさず、遠隔ならではの良さを活かそうと努力しております。しかし、いざ実行してみると、予想できなかった難題が降りかかり、行く
手を阻まれることも多々ありました。しかし、教職員、学生、みなで力を合わせてなんとか乗り越えようと、いまも奮闘しているところ
です。「教育学科の会」の学生委員たちが自発的に委員会を主宰し、目を見張るような活動ぶりを見せてくれています。これが何よりう
れしいことです。その活動を支援します学科側のスタッフは、世界最高峰のスタンフォード大学でのご研究を新型コロナウィルスの影響
で延期された教育社会学者、藤田武志教授、東京学芸大学附属小学校から移られるや否や女子学生から大人気、理科教育がご専門の五十
嵐敏文助教、本活動への縁の下の力持ちでいてくださいます中央研究室の助手の皆様です。さらに、本学科の慈愛深く素敵な若き長老、
前会長、田中雅文教授が、理事の入れ替えを鑑みて残留の上、お導きくださることになりました。このような体制での出発となります。
　教育学科の卒業生と在校生を繋いでくださる「教育学科の会」は、これまでも、長年にわたり教育学科にとってなくてはならないご存
在であられましたが、このような苦境のときにこそ、一層心強いご存在でいてくださいます。「教育学科の会」の皆様に、心よりの感謝
を申し上げます。拙文ではございますが、これをもって就任のご挨拶とさせて頂きます。
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現
在
の
教
育
学
科
は
１
９
９
０
年
、
学
部
増
設
に
伴
い
人
間

社
会
学
部
の
一
員
と
し
て
再
出
発
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
以
来

30
年
間
、
西
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
教
育
・
研
究
活
動
を
実
践
し

て
き
ま
し
た
。

　

西
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
豊
か
な
森
の
中

に
、
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
と
と
も
に
人
間
社
会
学
部
を
配

置
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
里
山
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
森
に

は
、
今
で
も
春
は
ウ
グ
イ
ス
と
サ
ク
ラ
、
夏
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
、

秋
は
モ
ミ
ジ
の
紅
葉
な
ど
、
四
季
折
々
の
自
然
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
、生
態
系
の
豊
か
な
自
然
環
境
が
根
づ
い
て
い
ま
す
。

　

教
育
学
科
は
地
元
の
川
崎
市
と
連
携
し
、
教
職
課
程
の
学
校

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
教
育
実
習
、
社
会
教
育
主
事
課
程
の
社

会
教
育
実
習
な
ど
に
お
い
て
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
多
く
の
卒
業
生
が
、
市
内
の
小
学
校
で
教
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
多
摩
区
と
の
間
で
は
、
専
修
大

学
、
明
治
大
学
と
と
も
に
三
大
学
連
携
事
業
を
協
働
で
行
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
協
力
関
係
を
蓄
積
し
て
き
ま
し
た
。

　

教
育
学
科
の
会
と
し
て
も
、
５
月
の
大
会
（
総
会
及
び
学
縁

の
集
い
）、
10
月
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
な
ど
、
数
々
の
活

動
を
西
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
い
ま
し
た
。
毎
回
、
卒
業
生
の

皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
山
の
上
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
り
学
生
た
ち
を
励
ま
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
西
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
川
崎
の
自
然
と
地
域

連
携
の
中
で
教
育
学
科
の
発
展
を
支
え
、
教
育
学
科
の
会
の
諸

活
動
の
舞
台
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と

も
、
２
０
２
１
年
３
月
を
も
っ
て
お
別
れ
と
な
り
ま
す
。
ふ
り

返
っ
て
み
れ
ば
、
教
育
学
科
は
１
９
５
０
年
、
当
時
の
文
学
部

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
40
年
を
経
て
西
生
田
に
移
転
、

さ
ら
に
31
年
後
に
再
び
目
白
の
地
に
戻
り
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
、
教
育
学
科
の
会
は
目
白
を
拠
点
と

し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
最
初
の
目
白

時
代
の
40
年
と
西
生
田
の
31
年
を
、
ぜ
ひ
と
も
記
憶
に
と
ど
め

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
教
育
学
科
の
会
の
歩
み
に

関
す
る
資
料
・
冊
子
類
を
ま
と
め
て
ど
こ
か
に
保
管
し
て
お
い

て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
目
白
で
の
再
ス
タ
ー
ト
の
ば

ね
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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（2）2020年（令和2年）9月20日 教育学科の会だより
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コ
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し
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ポ
ス
ト

　コ
ロ
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時
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習
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イ
ル
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ロ
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ポ
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イ
ル

特別
寄稿

　

今
年
の
３
月
初
旬
か
ら
約
３
か
月
間

に
わ
た
っ
て
の
休
校
（
一
部
は
分
散
登

校
）
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
子
ど
も
た
ち

の
学
習
は
一
変
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学

校
教
育
に
携
わ
る
教
育
学
科
の
Ｏ
Ｇ
の
皆

様
も
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
期
間
に
「Zoom
な

ど
の
ウ
エ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
同
期
型
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
」
を
実
施

で
き
た
の
は
、
公
立
の
小
・
中
・
高
校

の
約
５
％
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
中
国
や
韓
国
な
ど
の
近
隣
諸
国

で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
状
況
を
み
る
と
、

わ
が
国
の
遅
れ
に
は
怒
り
さ
え
感
じ
ま

す
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、

公
立
学
校
と
私
立
学
校
の
実
施
状
況
の

違
い
が
顕
在
化
し
ま
し
た
。

　

結
論
か
ら
い
え
ば
、「
学
校
で
の
対
面

の
授
業
」「
家
庭
で
の
非
同
期
型
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
（
好
き
な
時
間
に
好
き
な
場
所

で
ネ
ッ
ト
教
材
を
用
い
て
行
う
学
習
）」

「
学
校
と
家
庭
を
む
す
ぶ
同
期
型
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
（Zoom

な
ど
ウ
エ
ブ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
同
時
進
行
で
行
う
学

習
）」
の
３
種
類
の
学
習
様
式
（
学
習
方

法
）
を
で
き
る
だ
け
早
く
確
立
す
べ
き
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
国

が
前
倒
し
で
進
め
て
い
る
「
ギ
ガ
ス
ク
ー

ル
構
想（
子
ど
も
一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
、

学
校
の
通
信
シ
ス
テ
ム
の
高
速
回
線
化
）」

を
各
教
育
委
員
会
や
各
学
校
は
す
ぐ
に
実

現
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
宅
が
あ
る
茨
城
県
笠
間
市
（
人
口

７
万
５
千
人
）
の
教
育
委
員
を
昨
年
の
春

か
ら
務
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
教
育
長

と
も
相
談
し
て
、反
転
授
業
を
市
内
の
小
・

中
学
校
に
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
反
転
授
業
と
は
、
授
業
に
先
立
っ

て
自
宅
で
動
画
（
ネ
ッ
ト
、
ま
た
は
Ｄ
Ｖ

Ｄ
）
な
ど
で
学
習
し
、
授
業
で
は
そ
の
知

識
を
活
用
し
て
学
ぶ
も
の
で
す
。
そ
こ
で

は
、「
従
来
の
学
習
シ
ス
テ
ム
（
学
校
で

の
授
業
＋
家
庭
で
の
復
習
）」
か
ら
、「
反

転
授
業
で
の
学
習
シ
ス
テ
ム
（
家
庭
で
の

予
習
＋
学
校
で
の
授
業
）」
へ
の
転
換
を

図
る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の

教
科
の
す
べ
て
の
単
元
で
行
わ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、反
転
授
業
が
し
や
す
い
教
科
・

単
元
で
実
践
し
て
い
ま
す
。
笠
間
市
教
育

委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
習
得

型
学
習
の
反
転
授
業
」
と
「
活
用
型
学
習

の
反
転
授
業
」
の
や
り
方
（
い
わ
ゆ
る
、

笠
間
モ
デ
ル
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
反
転
授
業
を
足
掛
か

り
に
し
て
、
前
述
し
た
「
学
校
で
の
対
面

の
授
業
」「
家
庭
で
の
非
同
期
型
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
（
好
き
な
時
間
に
好
き
な
場
所

で
ネ
ッ
ト
教
材
を
用
い
て
行
う
学
習
）」

「
学
校
と
家
庭
を
む
す
ぶ
同
期
型
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
（Zoom

な
ど
ウ
エ
ブ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
同
時
進
行
で
行
う
学

習
）」
の
３
種
類
の
学
習
様
式
を
構
築
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、

コ
ロ
ナ
時
代
そ
し
て
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

の
学
習
ス
タ
イ
ル
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

わ
が
国
の
学
校
教
育
（
特
に
、
義
務
教

育
）
は
、
世
界
の
人
々
が
驚
く
ほ
ど
高
い

成
果
（
例
え
ば
、国
際
学
力
調
査
の
結
果
）

を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
わ
が
国

の
よ
き
伝
統
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
革

新
（
刷
新
）
が
必
要
で
す
。
そ
の
典
型
例

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
普
及
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
だ
け
に
何
か
と
大
変

で
し
ょ
う
が
、
教
育
学
科
の
Ｏ
Ｇ
の
皆
様

の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
議
題
を
掲
載
し
た
上
、
異
議
や
質
問

が
あ
れ
ば
１
週
間
以
内
に
メ
ー
ル
で
申
し

出
て
い
た
だ
く
方
法
に
よ
っ
て
行
い
ま
し

た
。
５
月
30
日
（
土
）
に
掲
載
し
、
６
月

６
日
（
土
）
ま
で
の
１
週
間
の
間
に
異
議

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
成
立
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
そ
れ
以
前
の
理

事
会
で
は
賛
成
を
得
て
い
ま
す
。）

　

総
会
報
告
と
し
て
、
ま
ず
会
長
挨
拶
が

あ
り
、
平
成
31
年
（
令
和
元
年
）
度
事
業

  

第
59
回
総
会
報
告

報
告
及
び
各
部
報
告
、
決
算
報
告
、
令
和

２
年
度
事
業
計
画
、そ
れ
に
伴
う
予
算
案
、

理
事
候
補
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
の
主
な
事
業
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。
５
月
25
日
（
土
）
に
第
58
回

総
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
学
縁
の
集

い
で
は
３
名
の
卒
業
生
の
お
話
を
伺
い
、

質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
10
月
19
日

（
土
）
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
・
講
演

会
で
は
、
桂
福
龍
氏
が
「
落
語
の
世
界
を

W
atching

︱
カ
ナ
ダ
人
落
語
家
か
ら
学

ぶ
日
本
文
化
の
魅
力
︱
」
と
題
し
て
日
本

の
伝
統
と
英
語
を
融
合
さ
せ
た｢

英
語
落

語｣

を
披
露
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
11
月

12
日
（
火
）
に
は
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

会
が
開
催
さ
れ
、成
瀬
記
念
館
、分
館
（
成

瀬
先
生
旧
宅
）、
成
瀬
記
念
講
堂
、
泉
フ

ロ
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
（
百
年
館
屋
上
庭
園
）、

新
図
書
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
11
月
30
日

（
土
）
の
懇
話
会
は
、
百
年
館
で
湘
南
鎌

倉
総
合
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
・
山

上
浩
先
生
に
よ
り
「
こ
れ
か
ら
の
救
急
の

話
を
し
よ
う
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
治
療
と
延
命
の
違
い
は
何
？
」

「
救
急
車
で
運
ば
れ
た
ら
ど
う
す
る
？
」

な
ど
現
場
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
は「
お

く
す
り
手
帳
」
を
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
に
入
れ

て
お
く
こ
と
、
こ
れ
で
医
者
は
治
療
の
方

針
が
立
て
や
す
く
な
る
そ
う
で
す
。ま
た
、

３
月
に
は
紀
要
﹃
人
間
研
究
﹄
第
57
号
が

発
行
さ
れ
、
会
報
﹃
葦
﹄
第
75
号
が
９
月

に
、第
76
号
が
３
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
学
科
の
会
奨
励
賞
が
郭
明
氏

に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

	

浦
野
敬
子
（
25
回
生
）
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ェ
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会
員
の
広
場

　

皆
さ
ん
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
い
う
と

何
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
か
。
森
と
湖
の

国
、
ム
ー
ミ
ン
、
オ
ー
ロ
ラ
、
マ
リ
メ
ッ

コ
な
ど
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
、
サ
ウ
ナ
、
な

ど
様
々
な
も
の
ご
と
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。近
年
で
は
、

「
学
力
世
界
一
」（
経
済
協
力
開
発
機
構
に

よ
る
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
）「
世
界

幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
一
位
」（
国
連
調
査
）

の
国
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

男
女
の
格
差
が
ほ
ぼ
無
く
、
女
性
の
社
会

進
出
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
よ

う
に
、
昨
年
末
に
は
現
職
と
し
て
世
界
最

年
少
の
サ
ン
ナ
・
マ
リ
ン
氏
が
首
相
に
就

任
し
て
、
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
平
成
23
年
９
月
に
初
め
て
教
育
視

察
で
訪
れ
て
以
来
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
豊

か
で
美
し
い
自
然
、
静
け
さ
、
教
育
に
お

け
る
合
理
的
な
考
え
方
や
工
夫
の
あ
る
取

組
な
ど
に
魅
せ
ら
れ
、
昨
年
ま
で
の
９
年

間
、
毎
年
１
～
２
回
訪
芬
し
て
い
ま
す
。

特
に
昨
年
は
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

の
１
か
月
間
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
滞
在
し
、
中

央
駅
そ
ば
に
新
設
さ
れ
た
中
央
図
書
館
に

毎
日
通
っ
て
の
ん
び
り
考
え
事
を
し
た

り
、
帰
り
に
湖
の
ほ
と
り
を
地
元
の
人
た

ち
に
交
じ
っ
て
散
歩
し
た
り
と
、
至
福
の

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、幼
稚
園
・
総
合
制
学
校（
小
・

中
学
校
）・
特
別
支
援
学
校
や
矯
正
教
育

施
設
、
青
少
年
の
居
場
所
施
設
、
教
職
員

組
合
、
ネ
ウ
ボ
ラ
（
出
産
・
子
育
て
へ
の

支
援
を
行
う
場
所
）
な
ど
を
訪
問
し
て
、

主
に
特
別
な
教
育
ニ
ー
ズ
を
も
つ
子
ど
も

へ
の
支
援
に
関
し
て
、
関
係
者
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
成
果
の
一
部
は
、
日
本
女
子

大
学
教
育
学
科
の
会
発
行
の﹃
人
間
研
究
﹄

49
号
、
50
号
、
56
号
で
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
柔
軟
に
変
わ
る
学
校
教
育

の
特
徴
や
授
業
の
進
め
方
、
教
育
を
貫
く

考
え
方
な
ど
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
本
稿
で
は
、
彼
の
地

の
教
育
内
容
の
中
で
も
私
が
特
に
関
心
を

寄
せ
て
い
る
、
義
務
教
育
か
ら
の
フ
ェ

イ
ド
ア
ウ
ト
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た

Ｊ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
（
ヨ
ポ
）
と
い
う
特
別
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

本
題
に
入
る
前
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

概
略
と
教
育
制
度
に
つ
い
て
、
簡
単
に
説

明
し
ま
し
ょ
う
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
は
、
面
積
は
日

本
よ
り
や
や
小
さ
く
、
国
土
の
約
７
割
が

森
林
、
１
割
が
湖
沼
で
す
。
人
口
は
約

５
５
１
万
人
で
、
首
都
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
に

約
64
万
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
広
い
国

土
に
対
し
て
人
口
が
少
な
い
た
め
、
学
校

は
都
市
部
以
外
で
は
小
規
模
校
が
多
く
、

タ
ク
シ
ー
で
通
学
し
て
い
る
子
ど
も
も
い

ま
す
（
タ
ク
シ
ー
代
は
自
治
体
が
負
担
）。

　

義
務
教
育
は
９
年
制
で
就
学
年
齢
は
７

歳
で
す
が
、
６
歳
児
を
対
象
に
、
総
合
制

学
校
や
幼
稚
園
に
お
い
て
就
学
前
教
育
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
の
特
徴
と
し
て
、

就
学
前
教
育
か
ら
高
等
教
育
に
至
る
ま
で

無
償
、
生
徒
間
・
学
校
間
・
地
域
間
・
家
庭

環
境
の
違
い
に
よ
る
学
力
格
差
の
少
な
さ
、

教
科
書
検
定
制
度
も
採
択
制
度
も
無
い
こ

と
、
少
人
数
の
学
級
編
成
、
少
な
い
授
業

時
数
、
テ
ス
ト
よ
り
も
学
び
そ
の
も
の
に

焦
点
化
し
た
授
業
内
容
、
高
度
な
資
質
を

備
え
た
教
師
（
幼
稚
園
教
師
を
除
く
す
べ

て
の
教
師
に
修
士
号
取
得
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
）、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
学

習
義
務
は
あ
る
が
学
校
に
行
く
義
務
は
な

い
、
始
業
式
・
運
動
会
と
い
っ
た
学
校
行

事
や
部
活
動
が
な
い
、
教
師
は
教
え
方
の

自
由
裁
量
部
分
が
大
き
く
長
時
間
労
働
も

な
い
、
な
ど
、
日
本
の
教
育
事
情
と
は
か

な
り
異
な
る
シ
ン
プ
ル
さ
で
す
。ち
な
み
に
、

塾
も
偏
差
値
も
な
く
、受
験
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
初
め
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
学
校
訪

問
を
し
た
折
に
、
中
学
校
の
先
生
方
に
職

業
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
尋
ね
た
時
、「
ス

ト
レ
ス
？
ま
っ
た
く
無
い
で
す
。」と
言
っ

て
み
ん
な
で
大
笑
い
さ
れ
た
こ
と
は
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
こ
こ
数
年
は
、
要

求
の
多
い
保
護
者
と
の
関
わ
り
や
、
通
常

学
級
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
進
め
方

な
ど
の
課
題
が
出
て
き
て
、「
ス
ト
レ
ス

は
少
し
は
あ
る
」
と
い
う
状
況
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

教
師
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う
に
、

ど
こ
の
学
校
に
伺
っ
て
も
職
員
室
に
は

明
る
い
色
の
ソ
フ
ァ
が
並
び
、
シ
ナ
モ

ン
ロ
ー
ル
や
り
ん
ご
な
ど
休
み
時
間
に

ち
ょ
っ
と
つ
ま
め
る
食
べ
物
と
コ
ー
ヒ
ー

が
常
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ

チ
ェ
ア
が
置
い
て
あ
る
学
校
も
あ
り
ま
し

た
。
夕
方
４
時
に
は
学
校
内
の
人
影
は
ま

ば
ら
に
な
り
、
先
生
方
は
自
宅
で
く
つ
ろ

ぎ
な
が
ら
翌
日
の
授
業
準
備
を
し
た
り
、

ご
自
身
の
研
究
を
進
め
た
り
す
る
そ
う
で

す
。「
教
師
は
、＂
逆
立
ち
し
な
が
ら
中
国

語
で
教
え
て
も
、
子
ど
も
が
伸
び
れ
ば
す

べ
て
Ｏ
Ｋ
＂」
と
言
う
方
も
い
て
、
成
果

主
義
と
い
う
の
か
、
と
に
か
く
子
ど
も
の

持
て
る
力
を
伸
ば
す
こ
と
に
注
力
す
る
姿

勢
、
考
え
方
が
強
く
示
さ
れ
ま
し
た
。
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授
業
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
わ
か
り
や

す
く
工
夫
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、「
教
え

る
」
と
い
う
よ
り
は
子
ど
も
の
自
発
的
な

学
び
を
尊
重
す
る
指
導
と
な
っ
て
い
ま

す
。
時
間
割
は
柔
軟
に
考
え
ら
れ
て
い

て
、
た
と
え
ば
、
国
語
の
時
間
に
子
ど
も

が
の
っ
て
こ
な
い
と
、
身
体
を
動
か
す
体

育
や
図
工
に
変
え
る
こ
と
が
あ
る
と
い
っ

た
具
合
で
す
。
子
ど
も
の
自
主
性
や
人
権

は
と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
例

と
し
て
、
給
食
の
お
か
ず
は
個
人
が
食
べ

た
い
だ
け
と
る
方
式
で
、「
た
く
さ
ん
食

べ
る
よ
う
に
」「
好
き
嫌
い
せ
ず
食
べ
る

よ
う
に
」
と
い
っ
た
指
導
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
食
の
細
い
子
、
偏
食
の
あ
る
子
な
ど

の
こ
と
は
、「
無
理
を
さ
せ
て
食
事
が
い

や
に
な
ら
な
い
こ
と
が
大
切
。
成
長
す
れ

ば
変
わ
る
で
し
ょ
う
」
と
お
お
ら
か
に
見

守
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
子
ど
も
が
伸
び
る
の
な
ら
ど
ん
な
教

育
方
法
で
も
す
べ
て
Ｏ
Ｋ
」
と
い
う
表
現

の
背
景
に
は
、「
教
育
の
目
標
は
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
け
る

よ
う
に
促
す
こ
と
。
個
々
の
特
性
に
応
じ

た
職
業
に
就
く
こ
と
で
社
会
的
な
貢
献
が

で
き
る
と
よ
い
。
具
体
的
に
は
、
納
税
者

を
育
て
る
こ
と
」
と
い
う
合
理
的
な
考
え

方
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
考
え
方

に
基
づ
い
た
教
育
実
践
の
ひ
と
つ
が
、
総

合
制
学
校
８
年
生（
中
２
）と
９
年
生（
中

３
）
で
行
動
面
な
ど
に
課
題
を
持
つ
生
徒

を
対
象
と
し
た
Ｊ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
（
ヨ
ポ
）
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
Ｊ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
は
「
柔
軟
な
基

礎
教
育
」
の
略
語
で
、
従
来
の
学
習
形
態

へ
の
適
応
が
難
し
い
生
徒
た
ち
を
対
象

に
、
職
業
体
験
や
実
技
経
験
の
機
会
を
豊

富
に
取
り
入
れ
、
様
々
な
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
す
る
学
習
様
式
を
指
し
ま
す
。
各

自
治
体
に
１
～
３
ク
ラ
ス
設
置
さ
れ
て
い

て
、
10
名
程
度
を
１
ク
ラ
ス
と
し
、
特
別

支
援
教
室
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
級
を
希
望
す
る
生
徒
は
、
保
護
者
と
と

も
に
学
校
の
面
接
を
受
け
ま
す
が
、
人
気

が
あ
る
の
で
倍
率
が
あ
り
、
希
望
者
全
員

が
入
級
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
こ
と

で
す
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
義
務
教
育
を
終
え
る

前
の
２
年
間
の
間
に
、
自
立
し
て
稼
げ
る

人
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
年

間
１
０
０
日
は
学
校
で
学
び
、
80
日
は
自

分
で
探
し
て
き
た
職
場
で
実
習
を
行
い
ま

す
。
学
校
で
は
、
教
科
の
学
習
も
あ
り
ま

す
が
、
人
が
社
会
で
生
き
る
た
め
に
必
要

な
マ
ナ
ー
、
態
度
、
常
識
な
ど
も
教
わ
り

ま
す
。
教
師
は
、
生
徒
同
士
が
人
間
関
係

を
つ
く
る
手
伝
い
を
し
た
り
、
生
活
習
慣

が
身
に
つ
く
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。
成
績

評
価
は
テ
ス
ト
の
点
数
で
は
な
く
、
実
習

先
で
の
評
価
の
蓄
積
に
よ
り
ま
す
。
責
任

感
、
遅
刻
や
欠
席
の
有
無
、
前
向
き
な
態

度
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
す
。
私
は
５
つ
の

都
市
の
Ｊ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
ク
ラ
ス
を
訪
ね
ま
し
た

が
、
ど
こ
の
ク
ラ
ス
で
も
入
級
生
徒
の
満

足
度
が
高
く
、
保
護
者
、
実
習
先
に
も
好

評
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
担
任
の
先
生
方
７

人
に
よ
れ
ば
、
Ｊ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
に
入
級
す
る
生
徒

の
大
半
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
苦
手

意
識
が
あ
っ
た
り
、
学
習
能
力
に
課
題
が

あ
っ
た
り
し
て
、
自
分
に
自
信
が
も
て
な

い
子
ど
も
た
ち
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
校

で
の
学
び
や
実
習
先
で
の
体
験
を
通
し
て
、

積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
む
態
度
や
で
き

た
こ
と
な
ど
を
具
体
的
に
ほ
め
ら
れ
た
り

認
め
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意

欲
が
増
し
、
自
己
肯
定
感
も
上
が
っ
て
き

ま
す
。
さ
さ
や
か
な
こ
と
で
よ
い
の
で
「
で

き
た
」
と
い
う
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る
、

成
長
を
み
ん
な
で
喜
ぶ
、
と
い
っ
た
経
験
が

で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
お
話
で
し

た
。生
徒
の
成
長
が
見
ら
れ
た
事
例
と
し
て
、

教
室
で
は
集
中
で
き
ず
動
き
回
っ
て
い
た

生
徒
が
、
自
ら
希
望
し
た
職
場
で
は
落
ち

着
い
て
仕
事
が
で
き
責
任
の
あ
る
行
動
が

と
れ
た
こ
と
、
ま
た
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
繰

り
返
し
て
い
た
生
徒
が
教
師
と
の
信
頼
関

係
を
結
べ
た
こ
と
に
よ
り
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
受
け
た
り
服
薬
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
無
気
力
で
遅
刻
の
常
習
だ
っ
た

生
徒
が
、
教
室
や
職
場
で
た
く
さ
ん
ほ
め

ら
れ
て
自
信
を
も
ち
高
等
教
育
に
進
学
し

た
こ
と
、
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
に
よ
り
、
総
合
制
学

校
の
卒
業
証
書
を
手
に
し
て
、
社
会
参
加

す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ

う
書
く
と
よ
い
こ
と
ば
か
り
の
よ
う
で
す

が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
合
わ
な
い
生
徒

も
い
て
、
受
け
身
の
生
徒
や
学
校
外
で
の

実
習
だ
け
に
関
心
が
向
い
て
い
る
生
徒
は

適
応
が
難
し
い
こ
と
、
ま
た
生
徒
へ
の
支

援
だ
け
で
な
く
家
庭
へ
の
支
援
も
重
要
で

あ
る
こ
と
な
ど
も
わ
か
り
ま
し
た
。

JOPOの担任と筆者（左）

職員室でくつろぐ教師たち（中学校）
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こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
に
は
、
協
力
し

て
く
れ
る
企
業
や
お
店
を
探
し
た
り
、
実

習
先
へ
の
見
回
り
や
生
徒
の
様
子
を
細
や

か
に
見
守
れ
る
専
門
性
の
高
い
教
師
の
確

保
、
予
算
を
と
る
こ
と
、
教
育
成
果
を
ど

の
よ
う
に
測
る
か
の
評
価
方
法
の
開
発
、

そ
し
て
教
育
成
果
を
ど
う
発
信
し
て
い
く

か
、
と
い
っ
た
、
幾
つ
か
の
大
き
な
課
題

が
あ
る
そ
う
で
す
。
お
話
を
伺
っ
た
Ｊ
Ｏ

Ｐ
Ｏ
担
任
の
先
生
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
う
ま
く
機
能
さ
せ
る
た
め
に

は
「
一
般
ク
ラ
ス
の
教
師
の
理
解
が
必
要
」

「
学
校
の
中
に
チ
ー
ム
で
支
え
あ
え
る
よ

い
同
僚
関
係
が
あ
る
」「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

青
少
年
指
導
員
、
学
校
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
多
職
種
と
の
連
携
が
で
き
る
」

な
ど
、「
チ
ー
ム
学
校
」
が
大
切
だ
と
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
担
任
と
し
て
「
生
徒

が
生
き
生
き
し
て
い
る
姿
を
見
る
の
が
楽

し
み
」「
大
変
な
仕
事
だ
が
、
努
力
が
実
を

結
ぶ
と
こ
ろ
が
よ
い
」「
完
成
形
の
な
い
仕

事
な
の
で
面
白
い
」
と
、
笑
顔
で
や
り
が

い
を
語
ら
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日
本
で
は
、
国
の
成

り
立
ち
や
文
化
、
価
値
観
な
ど
が
異
な
る
の

で
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
し
、
よ
い

制
度
で
あ
っ
て
も
そ
の
ま
ま
日
本
に
導
入

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。そ
れ
で
も
、

子
ど
も
の
個
性
や
権
利
を
尊
重
し
、
学
校
で

の
学
び
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
社
会
で
居
場

所
を
得
る
こ
と
を
重
視
す
る
Ｊ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
の

よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

存
在
を
知
る
と
、
日
本
で
も
、
職
業
体
験
実

習
の
や
り
方
を
工
夫
し
た
り
適
応
指
導
教

室
で
の
学
び
に
取
り
入
れ
た
り
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
日
本
の
教
育
に

合
っ
た
形
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
な
と
あ
れ
こ
れ
考
え
な
が
ら
、
機
会
が
あ

れ
ば
こ
ん
な
ふ
う
に
ご
紹
介
（
発
信
）
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
、
い
じ
め
の
予
防

と
終
息
へ
の
介
入
を
目
的
と
し
た
Ｋ
ｉ
Ｖ
ａ

（
キ
バ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
っ
て
、
す
で
に
国

外
で
も
広
ま
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
教
師
、

学
校
、
地
域
、
国
の
レ
ベ
ル
で
、
常
に
新
し

い
教
育
方
法
や
内
容
の
開
発
と
試
行
が
行

わ
れ
て
い
て
、
行
く
た
び
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
先
生
方
か
ら
は
、

日
本
の
学
校
で
よ
く
開
か
れ
る
授
業
研
究

会
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
り
、
先
輩
教
師

が
若
手
教
師
の
授
業
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

や
り
方
の
良
さ
の
指
摘
を
受
け
た
り
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
日
本
の
ア
ニ
メ
や

漫
画
が
大
人
気
で
図
書
館
に
「
マ
ン
ガ
」

コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
ほ
ど
で
す
し
、
一
部
の

高
校
で
は
日
本
語
が
語
学
の
選
択
必
修
科

目
の
ひ
と
つ
に
入
っ
て
い
る
ほ
ど
、
日
本

へ
の
関
心
が
高
い
そ
う
で
す
。

　

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
自
由
な
行
き
来
が
制

限
さ
れ
て
い
て
残
念
で
す
が
、
彼
の
国
か
ら

ま
だ
ま
だ
学
ん
で
考
え
た
い
し
日
本
の
教

育
事
情
の
紹
介
も
で
き
れ
ば
と
思
い
、
次
の

訪
問
の
機
会
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

【2020 年度　教育学科の会】理事　（数字）は回生
【会長】	 	 井上　信子
【副会長】	 	 浦野　敬子（25）　
	 	 大森　桃子（26）
【研究室委員会】	 藤田　武志
	 	 五十嵐　敏文
【回生委員会】	 委員長	 萩野　厚美（25）
	 副委員長	 宇野　儀子（25）
【総務部】	 部長	 未定
【会計部】	 部長	 野田　エリ（39）
	 副部長	 宇都宮　江美（39）
【会員部】	 部長	 松尾　里羽子（31）
	 副部長	 青木　紀子（31）
【庶務部】	 部長	 杉山　京子（27）
【会報編集部】	 部長	 石井　美奈子（38）
【文化部】	 部長	 中込　知野（37）
	 副部長	 赤塚　国子（24）
【学生委員】
学部 1年	 牛田　早紀　　加藤　梨乃　　鈴木　紗葉　　清藤　芽依　　西村　佳奈子　　生和　輝流　　森　理紗　　米田　舞
学部 2年	 内橋　舞子　　江嶋　七海　　木村　麻梨愛　　佐藤　未果　　福谷　奏絵　　船山　あかり　　松本　未音　　山崎　舞夕
学部 3年	 井形　桃子　　稲田　妃桃　　小倉　朱夏　　加藤　有貴　　曽根　千佳　　平間　美樹　　丸山　実咲季　　室星　咲彩
	 山下　はな　　山本　風音
学部 4年	 岩瀬　万弓（委員長）　　奥平　明日香（企画・交渉）　　小田木　咲子（会計）　　門倉　咲（企画・運営）
	 亀井　璃子（企画・運営）　　下田　朱莉（広報）　　庄　夏澄（広報）　　武田　結衣（企画・運営）
	 山口　真彩（企画・交渉）　　山﨑　有紗（広報）
大学院	 木村　早紀子（1年）　　根岸　佐織（2年）
【監事】	 古戸　のぶ子（27）　　吉賀　眞理子（30）
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今
年
の
懇
話
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。こ
の

機
会
に
、是
非
パ
ソ
コ
ン
も
し
く
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
こ
ち
ら
の
方
法
で
は「
交
通
費
が
か
か
ら
ず
」「
ど
こ
か
ら
で
も
ご

自
宅
か
ら
で
も
」参
加
可
能
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
せ
ん
か
。

『
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
を
考
え
る
』

教
育
学
科
　
清
水
睦
美
教
授

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け

て
、
２
月
末
、
全
国
一
律
の
休
校
措
置
が
と
ら

れ
た
。
突
然
の
一
斉
休
校
に
よ
っ
て
逆
照
射
す

る
よ
う
に
浮
か
び
上
が
っ
た
学
校
の
姿
と
は
何

で
あ
っ
た
の
か
。
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
学
ぶ

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
学
校
生
活
を
保
障
す
る

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

学
校
の
姿
を
捉
え
な
が
ら
、
子
ど
も
の
学
び
を

支
え
る
学
校
の
あ
り
か
た
を
あ
ら
た
め
て
問
い

直
し
て
み
た
い
。

　清水睦美教授のご紹介
専門分野

学校臨床学、教育社会学、移民の子
どもに関する研究

略　　歴
上越教育大学卒業後、長野県内の
小中学校で教員経験の後に、東京
大学大学院教育学研究科に進学、
博士課程修了、博士（教育学）。東京
理科大学教員を経て、２０１３年度よ
り日本女子大学人間社会学部教育
学科教員となる。

社会活動
現在少人数学級化を求める教育研究
者有志の1人として活動しています。
http://chng.it/wS6MPGwjdv

懇
話
会
　の
お
知
ら
せ

お申込み方法
＊メールの件名を『氏名と懇話会参加』とし、以下のメールアドレスに
メールをお送りください。 nakagomechino@gmail.com
頂きましたメールあてにＺＯＯＭに参加するためのＵＲＬをお送り致します。
ご不明な点がありましたら中込（０８０（３０８７）８３６３）までご連絡くだ
さい。

＊今回お送りしているハガキにＱＲコードがありますので、こちらからご
自身の「メールアドレスの入力」をして頂き、備考欄に『懇話会参加希
望』と記入して頂いてもご参加いただけます。

文化部部長　中込知野

日　時
２０２０年12月５日（土）
14時～15時半までご講話
15時半～16時質疑応答

参加方法
２０２０年９月20日（日）～
11月10日（火）　正午まで
「メールにて」受け付け

Pro
file

◆
い
つ
の
間
に
か
八
十
歳
に
な
り
ま
し

た
。
教
職
を
退
い
て
か
ら
も
二
十
年
に
な

り
ま
す
。
変
わ
り
ゆ
く
時
の
流
れ
を
見
つ

め
な
が
ら
「
ア
ッ
」
と
い
う
間
の
こ
と
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
前
を
向
い
て
ゆ
き
ま

す
。	

12
回
生
　
東
京
都

◆
会
費
未
納
が
こ
ん
な
に
多
数
な
の
に
驚

い
て
い
ま
す
。
回
生
委
員
は
各
回
生
か
ら

だ
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

	

12
回
生
　
東
京
都

◆
最
近
、
大
学
時
代
の
友
と
逢
っ
た
り
電

話
で
話
す
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
や
は

り
、
大
学
時
代
を
同
じ
空
気
を
吸
い
勉
強
し

た
友
は
宝
で
す
。	

13
回
生
　
神
奈
川
県

◆
21
世
紀
の
ハ
イ
テ
ク
時
代
に
、
こ
の
よ

う
な
恐
怖
の
日
々
が
訪
れ
る
と
は
想
像
も

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
友
人
は
七
十
歳
を

過
ぎ
て
も
保
育
園
に
電
車
通
勤
し
て
い
ま

す
。
医
療
・
ス
ー
パ
ー
・
宅
配
な
ど
社
会

を
支
え
る
方
々
が
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で

働
い
て
く
だ
さ
っ
て
感
謝
し
て
も
し
き
れ

ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
以
前
の
生
活
に
戻
れ
る

の
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
希
望
を

も
っ
て
耐
え
て
い
き
ま
す
。
教
育
学
科
の

会
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
ご
無
理
の
な
い
よ
う

に
！	

23
回
生
　
千
葉
県

◆
日
本
女
子
大
学
で
学
ん
だ
四
年
間
は
私

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
日
々
で
し
た
。

卒
業
で
学
ぶ
こ
と
が
終
わ
り
に
な
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
後
の
生
き
方
が
大
事
な
の

だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と
の

楽
し
さ
は
年
齢
に
関
係
な
く
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
す
。	

26
回
生
　
金
島
　
富
士
恵

◆
年
に
一
回
東
京
に
行
く
機
会
が
で
き（
今

年
は
見
送
り
ま
し
た
が
）、
最
近
、
母
校
に

立
ち
寄
っ
て
み
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
た
よ
り
を
読
ん
で
（
目
白
キ
ャ
ン

パ
ス
案
内
）
う
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

な
ぜ
人
間
社
会
学
部
が
目
白
に
戻
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
し
た
か
？
狭
い
の
で
移
転

し
た
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、不
便
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？	

26
回
生
　
香
川
県

◆
小
・
中
（
家
庭
科
）
教
員
か
ら
心
の
教

室
相
談
員
、
そ
し
て
四
月
か
ら
適
応
指
導

教
室
の
指
導
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

す
。
市
内
の
小
中
学
生
で
不
登
校
ま
た
は

不
適
応
の
子
ど
も
達
と
接
し
て
い
ま
す

が
、
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
自
信

を
も
っ
て
自
分
自
身
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
思
う
よ
う
に
な
る
ま
で
背
中

を
そ
っ
と
押
す
こ
と
が
私
の
務
め
と
思
っ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
不
安
な
毎

日
で
す
が
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
平

常
心
で
い
る
こ
と
が
大
切
と
感
じ
て
い	

ま
す
。	

31
回
生
　
鈴
木
　
浩
子

◆
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
学
生
時
代
、
毎
日
大
学
へ
行
く
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
だ
し

ま
す
。
今
年
は
教
員
五
年
め
。
私
も
子
ど
も

達
に
学
校
へ
行
く
の
が
楽
し
み
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

活
躍
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

	

66
回
生
　
秋
山
　
光

会
員
の
広
場

ハ
ガ
キ
⇔

コ
ー
ナ
ー
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1
A

3

B 4

2

C

D

クロスワードパズル 二重枠の文字を組み合わせてできるひらがな 3 文字の言葉は？

タテのかぎ
１．輪にした紐を使う日本の伝統的な遊び。世界各地に似た遊びがあるそう。
２．人類最古の植物染料のひとつといわれている。〇〇〇色の空。
３．�かつては「文芸復興」と訳されたが、現在はそのままカタカナ書きされること

が多い。
４．上司に〇〇チョコをあげた人も多いのでは？
ヨコのかぎ
Ａ．語源はギリシャ語の「像」。アメリカでは「カリスマ歌手」を指す。
Ｂ．�食用、薬用、建材用など、さまざまに利用される。観葉植物としても人気。�

トロピカルな雰囲気が楽しめる。
Ｃ．ここに着くとホッと一息。
Ｄ．�イギリス最大の淡水湖。未確認動物がいるといわれ、数多くの目撃例や写真が

存在する。
＜ヒント＞
船のおもり。〇〇〇をおろす。

◆正解者10名に図書カードを贈呈します。（正解者多数の場合は抽選）
　同封のハガキかインターネットからご応募ください。（10月 16日締め切り）
◆前回の正解は＜エプロン＞でした。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

【当選者】（敬省略・数字は回生）
　下方　奈津子（18）� 川上　清子（21）� 石橋　明子（23）� 清水　祈（31）� 鈴木　ユカ（36）
　後藤　倫子（55）� 利根　里紗（57）� 山川　理沙（61）� 和知　優香（62）� 岡野　ちひろ（63）

答え

編
集
後
記

年
号
表
記
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
稿
に
よ
り
、

和
暦
と
西
暦
が
あ
り
、
併
用
し
て
い
ま
す
。

★
４
月
か
ら
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
し
た
Ｕ
Ｋ
で

は
、
外
出
制
限
で
自
由
に
外
に
出
ら
れ
な

い
、
友
達
と
も
会
え
な
い
元
気
あ
り
余
る

２
歳
息
子
と
の
ま
さ
に
お
う
ち
ナ
ー
サ

リ
ー
の
日
々
で
し
た
。
絵
具
、
砂
遊
び
、

粘
土
、
寒
天
、
料
理
・
・
・
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
ネ
タ
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
良
い
意

味
で
「
密
」
な
時
間
だ
っ
た
と
思
い
返
せ

る
日
が
早
く
来
て
ほ
し
い
で
す
。
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
な
対
応
に
苦
戦
し
て
い
る
日
本

の
教
員
仲
間
に
日
々
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い

ま
す
。�

（
佐
野　

加
奈
子　

59
回
生
）

★
何
年
か
前
に
「
葦
」
で
の
牧
野
先
生
の

生
田
か
ら
目
白
へ
の
教
育
学
科
移
転
の
お

話
、
な
ん
と
な
く
ず
っ
と
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
し
た
。
も
う
来
年
な
ん
で
す
ね
。

来
年
は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
で
き
ま
す
よ

う
に
。�

（
星
野　

ひ
ろ
み　

37
回
生
）

★
人
生
に
は
「
思
い
も
か
け
な
い
こ
と
が

起
こ
る
」
こ
と
を
思
い
知
っ
た
今
年
。
そ

の
中
で
「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
前
向

き
に
」
と
、
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
、

と
い
う
こ
と
も
ま
た
痛
感
し
て
い
ま
す
。

意
識
的
に
視
野
を
広
げ
一
歩
一
歩
歩
み
を

す
す
め
て
い
き
た
い
と
思
う
毎
日
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
近
況
も
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

�

（
石
井　

美
奈
子　

38
回
生

�

　

会
報
編
集
部
長
）


